
 

 

令和５年 12 月５日 

記者発表資料 

共助で社会課題解決！「〈はまぎん〉ミライを創るア

クションプログラム」の活動奨励金の支給団体決定 
 

県では、子どもの貧困対策について、公的支援とともに、ＳＤＧｓの理念を活かし、企業やＮＰＯなど

と連携した共助の取組を進めています。このたび、本県とＳＤＧｓ推進協定を締結している横浜銀

行が、子どもの貧困対策に取り組んでいる NPO を支援する第２回「〈はまぎん〉ミライを創るアク

ションプログラム」の活動奨励金の支給団体を決定しましたのでお知らせします。また、同行によ

る活動奨励金授与式が令和５年 12 月１9 日（火曜日）に行われますので、併せてお知らせします。 

 

１ 支給団体について 

法人名 主な活動地域 アイデア・プラン名 

特定非営利活動法人 

パノラマ 
横浜市青葉区 

困難な環境の子どもたちの“生きる力” 

を育むための体験機会の提供 

特定非営利活動法人 

バンブーまなび塾 
横浜市全域 

貧困その他による教育格差、体験格差に

対し学習、体験、居場所等の支援 

特定非営利活動法人 

フェアスタートサポート 
神奈川県全域 

児童養護施設の子ども達への就労支援

事業 

※ 第２回〈はまぎん〉ミライを創るアクションプログラム（主催：横浜銀行 協力：神奈川県ほか） 

主に県内で活動しているＮＰＯ法人を対象に、子どもの貧困対策に関する取組への支援を行う

もので、採択団体には、１件あたり５０～１００万円の活動奨励金が支給されます。 

 

２ 活動奨励金授与式 

（１） 日時 令和５年 12月 19日（火曜日） １5時 30分から１6時 30分 

（２） 場所 はまぎんホール ヴィアマーレ 

（横浜市西区みなとみらい 3-1-1 横浜銀行本店ビル１階） 

（３） 主催 株式会社横浜銀行 

（４） 式次第（予定） 

 ア 主催者挨拶 横浜銀行 代表取締役頭取 片岡 達也 

 イ 来賓挨拶 神奈川県 知事 黒岩 祐治 

 ウ 活動奨励金授与 

 エ 採択３団体挨拶 

 オ 選考委員講評 

 



 

 

３ 県 SDGs 施策との関わりについて 
県と同行は、これまでも、SDGs 推進協定に基づき、SDGs に取り組む団体を支援する私募債

の発行や、中小企業の SDGs 経営の促進など、ＳＤＧｓの達成に向け連携して取り組んできまし

た。  

本プログラムにより、地域の社会的課題解決の担い手となるＮＰＯ法人の活動の後押しが図ら

れ、子どもの健康や生活の安定・向上の支援が促進されます。 

 

４ 取材について 

当日は、取材・撮影等が可能です。 

取材を希望される方は、事前に下記の問合せ先（株式会社横浜銀行）までご連絡ください。 

 

（添付資料） 

資料 「<はまぎん>ミライを創るアクションプログラム」における活動奨励金の支給団体の決定に

ついて 

 

《SDGsの推進について》  

県では、ＳＤＧｓの達成に向け、多様な主体とのパートナーシップにより、子どもの貧困をはじめと

する社会的課題の解決に取り組んでいます。 

           

 

 

 

問合せ先  

【県の SDGs 推進に関すること】 

神奈川県政策局いのち・未来戦略本部室 

SDGs 推進担当課長  湊 電話 045-285-1052 

SDGs 推進グループ  河野 電話 045-285-0539 

 

【〈はまぎん〉ミライを創るアクションプログラム授与式に関すること】 

株式会社横浜銀行 総合企画部 コーポレートコミュニケーション推進室  電話 045-225-1141 



 

１ 

 

２０２３年１２月５日 

第２回「〈はまぎん〉ミライを創るアクションプログラム」における 

活動奨励金の支給団体の決定について 

コンコルディア・フィナンシャルグループの横浜銀行（代表取締役頭取 片岡 達也）は、社会課題解決への取

り組みの一環として実施する第２回「<はまぎん>ミライを創るアクションプログラム」（以下「本プログラム」）

において、下記の通り活動奨励金を支給する団体を決定しましたので、お知らせします。なお、２０２３年１２

月１９日（火）に活動奨励金授与式を開催します。 

本プログラムは、おもに神奈川県で社会課題解決に向けて活動しているＮＰＯ法人を支援し、当行が活動奨励

金を支給することで地域の社会課題解決に貢献することをめざす取り組みです。 

 新型コロナウイルス感染症の長期化や物価上昇が及ぼしたひとり親家庭等への影響を考慮し、今回も第１回目

に続き「こどもの貧困対策」をテーマにアイデア・プランを募集し、１７団体から１８件の応募がありました。

書類選考および最終選考会（面接・プレゼンテーション）を経て、３団体が決定しました。 

 横浜銀行は、今後も自治体と連携して、こどもの未来を支える活動への支援を通じて、地域経済の活性化に貢

献していきます。 

記 

【活動奨励金支給団体】 

 

【最終選考会選出団体】 

法人名 おもな活動地域 アイデア・プラン名 

特定非営利活動法人 

パノラマ 
横浜市青葉区 

困難な環境の子どもたちの“生きる力”を育むための体験機会

の提供 

特定非営利活動法人 

バンブーまなび塾 
横浜市内全域 

貧困その他による教育格差、体験格差に対し学習、体験、居場

所等の支援 

特定非営利活動法人 

フェアスタートサポート 
神奈川県内全域 児童養護施設の子ども達への就労支援事業 

法人名 おもな活動地域 アイデア・プラン名 

認定 NPO 法人 

あっちこっち 
横浜市中区 

寿町未来づくり SDGs「子ども食堂とアート体験」運営プロジ

ェクト 

特定非営利活動法人 

いこいの家夢みん 
横浜市戸塚区 

困難を抱えた親子が、人とつながり安心して過ごせる居場所

創り 

特定非営利活動法人 

メダカのお弁当 
相模原市中央区 

メダカの居場所～県営団地空家活用と連携した漫画図書室と

無料塾 



２－了 

【活動奨励金授与式】 

 

【本プログラムの概要】 

名 称 第２回〈はまぎん〉ミライを創るアクションプログラム～こどもの未来を支援する活動募集～ 

募 集 テ ー マ 「こどもの貧困対策」に関係する取り組み 

活 動 奨 励 金 1 件あたり 50～100万円の活動奨励金を支給 

応 募 要 件 

以下①②の両方の条件を満たす NPO 法人 

①活動場所がおもに神奈川県内であること 

 ※事業所の所在地が神奈川県以外でも応募可能 

②こどもの貧困対策につながる持続可能な活動アイデアを有すること 

選 考 方 法 書類選考、面接・プレゼンテーション 

主 催 横浜銀行 

後 援 ・ 協 力 神奈川県 

協 力 横浜国立大学、認定 NPO 法人神奈川子ども未来ファンド、浜銀総合研究所 

以 上 

 

 

日 時 2023 年 12 月 19 日（火）15:30～16:30 

場 所 はまぎんホール ヴィアマーレ（横浜市西区みなとみらい 3-1-1 横浜銀行本店ビル 1階） 

式 次 第 

（ 予 定 ） 

1．主催者挨拶 横浜銀行 代表取締役頭取 片岡 達也 

2．来賓挨拶   神奈川県知事 黒岩 祐治 

3．活動奨励金授与 

4．支給団体挨拶  特定非営利活動法人 パノラマ 

                特定非営利活動法人 バンブーまなび塾 

                特定非営利活動法人 フェアスタートサポート 

5．選考委員講評 

本件に関する照会先（報道関係） 

横浜銀行  総合企画部コーポレートコミュニケーション推進室  TEL：045-225-1141 


